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リ
ア
ー
ト
で
は
な
く
民
主

主
義
者
に
あ
り
、
主
要
な

党
派
闘
争
の
対
象
は
民
主

主
義
者
で
あ
り
、
民
主
主

義
者
の
政
策
に
た
い
し
て

労
働
者
の
政
策
を
対
置
し

て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
党
と
し
て
の
独
立
性
と

そ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
し
た
（
注
３
）
。

第
三
に
、
強
力
な
秘
密

組
織
の
建
設
を
打
ち
出
す

と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
キ

と
の
連
携
を
打
ち
出
し

た
（
注
４
）
。
ブ
ラ
ン
キ
と

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
家

で
、
蜂
起
の
場
面
に
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
登
場

し
、
生
涯
の
約
半
分
の
33

年
を
獄
中
で
過
ご
し
た
つ

わ
も
の
だ
が
、
革
命
論
と

し
て
は
、
少
数
精
鋭
、
武

装
急
襲
に
よ
る
権
力
奪

取
、
革
命
独
裁
な
ど
を
掲

げ
た
。

第
四
に
、
10
時
間
労
働

問
題
や
協
同
組
合
運
動
な

ど
の
課
題
が
浮
上
し
て
い

た
が
、
マ
ル
ク
ス
は
、
改

良
の
課
題
は
革
命
に
よ
っ

て
し
か
解
決
し
な
い
と

し
、そ
の
意
義
を
否
定
し
、

権
力
奪
取
に
絞
り
上
げ
る

戦
略
を
主
張
し
た（
注
５
）
。

　

第
五
に
、
た
だ
マ
ル
ク

ス
は
、
主
観
的
意
志
で
革

命
情
勢
を
つ
く
り
出
そ
う

と
す
る
他
の
幹
部
ら
の
考

え
は
退
け
た
上
で
、
恐
慌

労
働
者
党
に
対
立
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
運

動
を
型
に
は
め
る
も
の
で

も
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
階
級
形
成
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る

政
治
権
力
の
奪
取
を
当
面

の
目
的
と
す
る
。

自
覚
し
た
少
数
者
へ

と
こ
ろ
が
、
１
８
４
８

年
革
命
の
現
実
の
展
開

は
、
こ
の
想
定
の
よ
う
に

は
運
ば
な
か
っ
た
。
そ
こ

か
ら
（
５
）
の
組
織
戦
術

を
中
心
に
、
マ
ル
ク
ス
は

次
の
よ
う
に
主
張
を
変
更

し
た
。
一
連
の
文
書
か
ら

要
点
を
列
挙
す
れ
ば
以
下

の
よ
う
な
も
の
だ
。　

第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、

48
年
革
命
を
敗
北
と
し
た

が
、
そ
の
意
味
は
、
革
命

の
前
進
が
、
強
力
な
反
革

命
を
生
み
出
し
、
そ
の
反

革
命
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
革
命
党
の
あ
り
方
が

通
用
し
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。そ
し
て
、

そ
の
反
革
命
と
た
た
か
う

こ
と
を
通
し
て
真
の
革
命

党
が
成
長
し
て
い
く
と
し

た
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
自
身
で
は
な

く
、
党
を
主
語
と
す
る
視

点
を
押
し
出
し
た（
注
２
）
。

第
二
に
、
ド
イ
ツ
に
つ

い
て
は
、
そ
の
諸
条
件
か

ら
、
階
級
闘
争
の
当
面
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
プ
ロ
レ
タ

が
来
れ
ば
革
命
は
確
実
で

あ
る
と
い
う
い
わ
ば
恐
慌

＝
革
命
論
を
打
ち
出
し
、

２
年
後
の
１
８
５
２
年
に

恐
慌
が
発
生
す
る
と
予
測

し
た
（
注
６
）
。（
実
際
に

は
待
望
の
恐
慌
は
57
年
ま

で
起
こ
ら
ず
、
そ
れ
に
伴

う
革
命
も
起
こ
ら
な
か
っ

た
が
）

『
共
産
党
宣
言
』
の
確

認
か
ら
す
れ
ば
、
ず
い
ぶ

ん
と
違
っ
た
印
象
を
否
め

な
い
。
一
言
で
言
え
ば
、

「
自
覚
し
た
わ
ず
か
の
少

数
者
が
無
自
覚
な
大
衆
の

先
頭
に
立
っ
て
革
命
を
進

め
る
」（
晩
年
エ
ン
ゲ
ル

ス
の
反
省
的
回
顧 

注
７
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、『
共
産
党

宣
言
』
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の

一
貫
し
た
考
え
を
示
し
た

基
本
文
献
と
い
う
理
解
が

一
般
的
だ
（
注
８
）
。
し
か

し
、
実
際
は
、『
共
産
党

宣
言
』
の
革
命
論
を
も
っ

て
48
年
革
命
に
突
入
し

た
が
、
そ
の
総
括
の
な
か

で
そ
こ
か
ら
の
転
換
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
１
８
５
０
年
革
命
論

で
あ
っ
た
。

な
お
、
レ
ー
ニ
ン
や

ト
ロ
ツ
キ
ー
は
、
こ
の

１
８
５
０
年
革
命
論
を
主

張
し
た
マ
ル
ク
ス
の
一
連

の
文
書
を
ほ
と
ん
ど
暗
唱

す
る
ほ
ど
頭
に
た
た
き
込

ん
で
い
た
と
い
う
。
振
り

返
る
に
、
私
た
ち
も
、
図

ら
ず
も
マ
ル
ク
ス
の
こ
の

曲
折
を
な
ぞ
っ
て
き
た
と

い
え
る
。

で
は
、
な
ぜ
『
共
産

舞
台
は
亡
命
地
ロ
ン
ド

ン
。
共
産
主
義
者
同
盟
は

ロ
ン
ド
ン
で
中
央
委
員
会

を
再
建
し
、
総
括
と
展
望

の
議
論
を
た
た
か
わ
せ

る
。
そ
の
議
論
が
同
盟
内

の
路
線
対
立
を
先
鋭
化
さ

せ
て
同
盟
解
体
に
向
か
わ

せ
る
の
だ
が
、
こ
の
過
程

で
、
こ
の
時
期
の
マ
ル
ク

ス
の
革
命
論
の
輪
郭
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ

れ
は
、『
共
産
党
宣
言
』

と
も
違
う
内
容
な
の
で
、

便
宜
的
に
「
１
８
５
０
年

革
命
論
」（
注
１
）
と
し
よ

う
。ま

ず
、
革
命
直
前
に
書

か
れ
た
『
共
産
党
宣
言
』

で
は
、
お
よ
そ
以
下
の
よ

う
な
点
を
綱
領
的
に
確
認

し
て
い
た
。（
１
）
大
き

な
見
通
し
と
し
て
、
世
界

は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
二

大
階
級
に
両
極
分
解
さ

れ
て
行
く
。（
２
）
当
面

は
、
旧
支
配
層
に
た
い
し

て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
が

一
定
の
段
階
ま
で
共
同
し

て
た
た
か
う
。（
３
）
し

か
し
、階
級
闘
争
は
結
局
、

二
大
階
級
の
決
戦
で
決
着

す
る
。（
４
）
近
代
の
国

家
権
力
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
全
体
の
共
同
事
務
を

処
理
す
る
委
員
会
に
す
ぎ

な
い
。（
５
）
共
産
主
義

者
の
組
織
戦
術
は
、
他
の

党
宣
言
』
の
確
認
か
ら

１
８
５
０
年
革
命
論
へ
と

い
う
転
換
が
な
さ
れ
た

の
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
ど

う
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
次
回
検
討
し
た

い
。　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

（
注
１
）「
永
続
革
命
論
」
と

い
う
呼
称
が
あ
る
が
（
例

え
ば
淡
路
憲
治
『
西
欧
革

命
と
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ

ル
ス
』）、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

違
う
。

（
注
２
）
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』

（
１
８
４
８
年
）

（
注
３
）

マ

ル

ク

ス
・

エ

ン
ゲ
ル
ス
「
１
８
５
０
年

３
月
の
中
央
委
員
会
よ
り

同
盟
員
へ
の
呼
び
か
け
」

（
１
８
５
０
年
）

（
注
４
）

マ

ル

ク

ス
・

エ

ン
ゲ
ル
ス
「
１
８
５
０
年

６
月
の
中
央
委
員
会
よ
り

同
盟
員
へ
の
呼
び
か
け
」

（
１
８
５
０
年
）

（
注
５
）
マ
ル
ク
ス
『
賃
労

働
と
資
本
』（
１
８
４
９
年
）

（
注
６
）
マ
ル
ク
ス
「
評
論
、

１
８
５
０
年
５
月
～
10
月
」

（
１
８
５
０
年
）

（
注
７
）
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘

争
』
序
文
（
１
８
９
５
年
）

（
注
８
）
文
献
考
証
的
に
は
、

『
共
産
党
宣
言
』
は
厳
密
に

は
マ
ル
ク
ス
（
お
よ
び
エ

ン
ゲ
ル
ス
）
の
個
人
の
著

作
と
は
い
え
な
い
。『
宣
言
』

が
共
産
主
義
者
同
盟
の
綱

領
で
あ
る
こ
と
は
①
で
触

れ
た
が
、
そ
れ
は
大
会
決

定
に
も
と
づ
い
て
、
同
盟

の
幹
部
か
ら
マ
ル
ク
ス
・

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
執
筆
が
委

任
さ
れ
た
。
組
織
的
な
討

議
を
経
て
書
か
れ
、
発
刊

当
初
は
無
署
名
。
ど
こ
ま

で
が
マ
ル
ク
ス
の
考
え
か

は
今
日
的
に
も
未
解
明
。

同
じ
く
田
中
和
夫
論
文

＝
「
チ
リ
９
・
11
反
革
命

の
再
検
討
」
も
、
70
年
代

新
左
翼
に
典
型
の
「
平
和

革
命
な
ん
ぞ
そ
れ
見
た
こ

と
か
」、（
敗
北
は
）「
チ

リ
共
産
党
の
ス
タ
ー
リ
ン

主
義
の
反
革
命
綱
領
に
よ

る
」
と
い
う
平
板
な
規
定

を
こ
え
て
、
ア
ジ
ェ
ン
デ

政
権
の
意
義
と
、
反
革
命

に
お
け
る
軍
隊
の
役
割
に

論
及
し
て
い
る
。

ま
た
大
伴
一
人
論
文
＝

「
グ
ラ
ム
シ
の
革
命
論
」

も
、
こ
れ
ま
で
の
グ
ラ
ム

シ
＝
構
造
改
革
路
線
と
い

う
概
念
を
破
棄
し
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
台
頭
下
の
グ
ラ
ム

シ
の
苦
闘
を
、
陣
地
戦
、

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
（
カ
ウ
ン

タ
ー
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
形

成
）、国
家
論
、ソ
チ
エ
タ
・

レ
ゴ
ラ
ー
タ
、
サ
バ
ル
タ

ン
論
と
し
て
展
開
し
、
革

命
的
共
産
主
義
運
動
の
、

筆
者
と
し
て
の
総
括
を
提

起
し
て
る
。

沖
縄
現
地
リ
ポ
ー
ト

は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
最
前
線
で
た
た
か
う
筆

者
の
渾こ

ん
し
ん身
の
リ
ポ
ー
ト
で

あ
る
。

巻
末
の
三
船
二
郎
論
文

は
、
こ
の
間
の
革
共
同
私

史
シ
リ
ー
ズ
で
も
あ
る
。

筆
者
は
70
年
安
保
闘
争
を

「
革
命
へ
の
総
げ
い
こ
」

論
と
し
て
提
起
し
て
い

る
。
と
と
も
に
90
年
以
降

の
社
会
の
変
動
を
「
新
た

ロ
ツ
キ
ー
の
生
産
力
主
義

と
、
革
命
の
軍
隊
を
民
兵

に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く

正
規
軍
に
求
め
た
こ
と

は
、
工
場
委
員
会
を
軽
視

し
た
の
と
同
根
の
誤
り
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

「
ロ
シ
ア
革
命
１
０
０

年
」
な
が
ら
他
は
各
国
の

階
級
闘
争
で
あ
る
。
そ
れ

は
ロ
シ
ア
革
命―

コ
ミ

ン
テ
ル
ン
モ
デ
ル
の
裏

で
、
各
国
の
革
命
運
動
が

苦
闘
し
発
展
し
た
か
ら
で

あ
る
。

須
磨
明
論
文
は
キ
ュ
ー

バ
革
命
に
つ
い
て
の
初

め
て
の
論
究
で
あ
る
。

キ
ュ
ー
バ
革
命
と
言
え
ば

カ
ス
ト
ロ
・
ゲ
バ
ラ
の
武

装
闘
争
・
ゲ
リ
ラ
戦
が
想

定
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
義
の
中
庭
で
、
労

働
者
階
級
に
依
拠
し
な
が

ら
も
ゲ
リ
ラ
戦
＋
人
民
蜂

起
で
勝
利
し
た
よ
う
す
を

描
い
て
い
る
。
そ
し
て
革

命
後
50
年
以
上
の
苦
闘
と

強
い
ら
れ
た
妥
協
を
、
訳

知
り
顔
で
批
判
す
る
あ
り

か
た
も
戒
め
て
い
る
。

『
展
望
』
20
号
は
ロ
シ

ア
革
命
１
０
０
年
特
集
号

と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
そ

れ
は
現
代
世
界
の
出
発
点

が
第
１
次
世
界
大
戦
と
ロ

シ
ア
革
命
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
と
は
い
え
ロ
シ
ア

革
命
の
教
条
化
や
、
指
導

者
の
理
論
と
行
動
で
そ
の

意
義
を
語
る
方
法
も
克
服

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

落
合
薫
論
文
は
、
①
ロ

シ
ア
革
命
の
否
定
的
側
面

と
し
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
の
問
題
と
、
②
不
十
分

性
・
克
服
の
課
題
と
し
て

の
民
族
・
植
民
地
問
題
、

農
民
・
農
業
問
題
、
③
戦

争
と
革
命
の
問
題
、
軍
事

問
題
＝
党
・
軍
ソ
ビ
エ
ト

権
力
の
問
題
を
論
じ
て
い

る
。
②
で
は
レ
ー
ニ
ン

の
中
に
あ
る
根
深
い
「
農

民
不
信
」
を
論
じ
て
い

る
。
③
で
は
革
命
の
根
本

問
題
と
し
て
の
権
力
問
題

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
わ
れ

わ
れ
は
唯
銃
論
を
と
ら
な

い
が
、
政
治
と
暴
力
を
奪

還
し
、
そ
れ
を
廃
棄
す
る

道
筋
は
革
命
の
根
本
問
題

で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
・
ト

９
条
改
憲
を
許
さ
な
い
！ 

ア
ベ
政
治
を
終
わ
ら

せ
よ
う
！ 

戦
争
も
、核
兵
器
も
、辺
野
古
新
基
地

も
い
ら
な
い 

11
・
３
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会

　

と　

き
：
11
月
３
日（
金
・
休
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半　

文
化
行
事

　
　
　
　
　

午
後
２
時　

府
民
集
会

　

と
こ
ろ
：
中
之
島
公
園
・
芝
生
広
場（
剣
先
広
場
）

　

主　

催
：
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会
実
行
委
員
会

米
軍
基
地
い
ら
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ 

in
丹
後 

２
０
１
７

　

と　

き
：
11
月
５
日（
日
）　

午
後
１
時
半

                 

※
デ
モ
出
発　
午
後
３
時
半

　

と
こ
ろ
：
丹
後
文
化
会
館（
京
丹
後
市
峰
山
町
）

　

主　

催
：
米
軍
基
地
建
設
を
憂
う
宇
川
有
志
の
会

　
　
　
　
　

米
軍
基
地
建
設
反
対
丹
後
連
絡
会

も
ん
じ
ゅ
廃
炉
！ 

核
燃
サ
イ
ク
ル
を
止
め
る
全

国
集
会

　

と　

き
：
11
月
５
日（
日
）　

午
後
１
時
～
５
時

　

１
部　

も
ん
じ
ゅ
勝
利
宣
言
集
会

　

２
部　
「
核
燃
サ
イ
ク
ル
を
止
め
る
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

と
こ
ろ
：
福
井
県
国
際
交
流
会
館（
福
井
市
）

　

主　

催
：
も
ん
じ
ゅ
を
廃
炉
へ
！ 

全
国
集
会
実

　

             

行
委
員
会

ロ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
講
演
会「
関
東
大
震
災
朝

鮮
人
虐
殺
と
い
ま
」 

～
あ
の
日
、あ
の
空
の
下
、

東
京
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
？
～

　

と　

き
：
11
月
６
日（
月
）　

午
後
６
時
半

　

と
こ
ろ
：
エ
ル
お
お
さ
か
７
０
８

　

主　

催
：
戦
争
あ
か
ん
！ 

ロ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン

原
発
も
核
燃
も
い
ら
ん　

戦
争
い
や
や
！

'17
関
西
集
会

　

と　

き
：
11
月
11
日（
土
）　

午
前
11
時
半　

　

と
こ
ろ
：
エ
ル
お
お
さ
か
大
ホ
ー
ル（
エ
ル
シ
ア
タ
ー
）

　

主　

催
：
脱
原
発
政
策
実
現
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関

　
　
　

      

西
・
福
井
ブ
ロ
ッ
ク

　

共　

催
：
大
阪
平
和
人
権
セ
ン
タ
ー
／
大
阪
高

　

             

教
組
／
原
発
反
対
福
井
県
民
会
議　

　
　
　

な
侵
略
戦
争
の
時
代
」
と

と
ら
え
、
ま
た
２
０
０
７

年
以
降
の
わ
れ
わ
れ
の
歩

み
の
再
検
証
も
求
め
て
い

る
。な

お
『
展
望
』
20
号
は

ロ
シ
ア
革
命
１
０
０
年
、

10
・
８
羽
田
闘
争
50
年
号

と
し
て
編
集
し
、
こ
れ
以

外
の
論
文
・
論
稿
も
寄
せ

ら
れ
た
が
、
主
要
に
編
集

委
員
会
の
組
織
的
・
編
集

能
力
的
不
十
分
性
に
よ
り

発
行
が
遅
れ
た
。
関
係
者

に
こ
の
場
を
か
り
て
お
わ

び
し
た
い
。
ま
た
読
者
の

忌き

た

ん憚
の
な
い
意
見
も
お
願

い
し
た
い
。　

（
Ｔ
Ｅ
Ｎ
）

パリ・コミューン（1871 年）で、市街地に作られたバリケー
ド。多くのブランキストたちがこの蜂起に参加した。

１
８
５
０
年
革
命
論

闘
争
案
内

１
８
４
８
年
革
命
と
共
産
主
義
者
同
盟 

②

『展望』20号
紹 介

ロ
シ
ア
革
命
一
〇
〇
年

ロ
シ
ア
や
キ
ュ
ー
バ
と
グ
ラ
ム
シ
















